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リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
閉
幕
し
た
。
あ
る

評
論
家
が
「
開
催
前
は

批
判
が
ひ
ど
か
っ
た
け
れ
ど
、
結
局

始
ま
れ
ば
み
ん
な
騒
い
で
い
た
」
と

い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
国
の
政
治
・

経
済
の
状
況
と
28
競
技
の
世
界
の
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
一
堂
に
会
す
る
ス

ポ
ー
ツ
祭
典
と
い
う
両
面
を
見
た
評

論
を
し
て
欲
し
い
も
の
だ
▼
ブ
ラ
ジ

ル
経
済
の
窮
状
や
国
民
生
活
の
貧
困

化
を
考
え
れ
ば
「
競
技
場
よ
り
医
療
・

教
育
の
充
実
を
」
と
国
民
が
声
を
上

げ
デ
モ
を
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
。

国
や
地
方
の
財
政
の
使
わ
れ
方
の
問

題
で
あ
る
。
建
設
さ
れ
た
競
技
場
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
は
赤
字
運
営
で

は
納
得
で
き
ま
い
。
し
か
し
、
国
を

代
表
し
て
参
加
し
た
選
手
た
ち
が
、

様
々
な
重
圧
と
た
た
か
い
な
が
ら
最

大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す

る
姿
に
は
誰
も
が
感
動
す
る
の
で
は

な
い
か
▼
こ
う
し
た
選
手
の
姿
を
メ

ダ
ル
獲
得
競
争
に
駆
り
立
て
、
「
国

威
発
揚
」
に
利
用
す
る
傾
向
が
強
く

な
っ
て
は
困
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
の

中
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
「
国
威
発
揚
」
を
堂
々
と
あ
げ

た
。
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
各
種
目
で
の

選
手
間
の
競
争
で
あ
り
、
国
家
間
の

競
争
で
は
な
い
」
と
定
め
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
憲
章
を
紹
介
し
「
国
旗
を
掲

げ
た
り
す
る
の
は
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
選
手
を
た
た
え
る
た
め
の
方
法
の

ひ
と
つ
。
勝
利
を
お
さ
め
た
栄
誉
は
、

あ
く
ま
で
も
選
手
た
ち
の
も
の
だ
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
で
は
定
め
て
い

て
、
国
別
の
メ
ダ
ル
ラ
ン
キ
ン
グ
表

の
作
成
を
禁
じ
て
い
る
」
と
解
説
。

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
「
喝
」
だ
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉２－２０－８ 染野ビル２Ｆ 電話 03（6421）5323

沖電気の職場を明るくする会 検索
クリ

ック
ホームページ

花言葉：

純粋で燃えるような愛

な
で
し
こ

「 会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って創

られました。正規・非正規を問わず誰でも入会

できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労 働 相 談 は 無 料 です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気の

職場を明るくする会」で検索してください。

実
効
あ
る
労
働
契
約
法

の
運
用
を

非
正
規
社
員
数
は
、
２
０
１

４
年
の
１
９
６
２
万
人
か
ら
２

０
１
５
年
は
１
９
８
０
万
人
と

増
加
し
、
雇
用
労
働
者
の
４
割

に
。
そ
の
中
で
、
契
約
社
員
は

非
正
規
労
働
者
の
１
４
・
５
％

を
占
め
て
い
る
。
労
働
契
約
法

は
有
期
労
働
契
約
（
契
約
社
員
）

の
反
復
更
新
の
下
で
生
じ
る
雇

止
め
に
対
す
る
不
安
の
解
消
、

不
合
理
な
労
働
条
件
の
是
正
の

課
題
へ
の
対
処
な
ど
労
働
者
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
社

会
の
実
現
の
た
め
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

原
則
は
正
社
員
雇
用

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

調
査
で
は
、
無
期
契
約
や
正
社

員
に
転
換
し
て
い
く
意
向
が
あ

る
か
と
の
質
問
に
「
本
人
の
希

望
が
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
対
応

を
検
討
し
た
い
」
と
３
９
・
５

％
の
企
業
が
回
答
を
し
た
。
そ

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
「
長
期
勤

続
・
定
着
が
期
待
」
61
・
２
％

「
雇
用
に
対
す
る
不
安
感
を
払

拭
し
、
働
く
意
欲
を
増
大
で
き

る｣

56
・
５
％
と
の
回
答
と
な
っ

て
い
る
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
契
約
社
員
の

処
遇
の
改
善
を

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
の
社
員
数

は
２
０
，
１
９
０
人
で
契
約
社

員
は
２
，
９
１
９
人
（
グ
ラ
フ

参
照
）

①
忌
引
き
休
暇
な
ど
特
別
休

暇
の
有
給
補
償
②
時
間
外
割
増

率
を
正
社
員
並
み
へ
③
夜
勤
手

当
の
導
入
④
年
齢
別
最
低
賃
金

の
適
用
⑤
退
職
金
な
ど
処
遇
改

善
を
求
め
る
声
は
大
き
い
。

契
約
社
員
の

半
休
制
度
が
実
現

昨
年
の
株
主
総
会
で
「
半
日

休
暇
制
度
の
導
入
は
切
実
な
要

望
が
あ
る
」
と
契
約
社
員
の
声

を
受
け
社
員
株
主
が
質
問
を
し
、

沖
労
組
も
今
春
闘
で
制
度
導
入

の
要
求
す
る
な
ど
し
て
年
１
２

回
の
半
休
制
度
が
実
現
を
し
ま

し
た
。
取
得
し
や
す
く
な
り
、

喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
格
差
改
善
に
も
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
企
業
が
非
正
規
社
員

の
労
働
条
件
の
改
善
が
、
自
ら

の
企
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
と

し
て
処
遇
の
改
善
に
努
め
て
い

ま
す
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
単
体
で
、
40
％

を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
非
正
規

社
員
の
労
働
条
件
の
格
差
改
善

が
企
業
の
信
用
度
・
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
経
営
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

同じ業務内容の正社員と契約社員

なのに、賃金や手当が異なるのは違

法だとして、物流大手の｢ハマキョウ

レックス」（浜松市）の有期契約の

運転手が格差是正の訴えを求めた判

決が７月26日、大阪高裁であり、

「給食手当」｢無事故手当｣｢作業手当」

「通勤手当」など有期契約を理由に

不合理な労働条件を禁止した労働契

約に違反するとして77万円の支払い

を命じました。

判決について、今泉義竜弁護士

（東京法律事務所）は｢契約社員は

いつ雇止めされるかわからない弱い

立場で、正社員と同じ仕事をしてい

ても不当に低い労働条件が押し付け

られる傾向にあります。２０１３年

４月施行の労働契約法20条は、

そのような格差を是正するため、無

期契約労働者（正社員）の労働条件

と有期契約労働者（契約社員など）

の労働条件について、不合理な差を

つけることを禁じています。

今回の判決が、現場に蔓延する非

正規労働者の格差を是正していく大

きな力になることは間違いありませ

ん。企業サイドにこれまで以上の対

応が求められることでしょう」と述

べました。



年・３月期 売上高 営業利益 従業員数 臨時従業員数 単体従業員数 研究開発費

（億円） （億円） （正社員） (非正規） （ＥＭＳ従事） （万円）

2010 227 -2

2011 310 13 431 64 79 5500

2012 313 15 419 64 70 7500

2013 327 16 1104 254 74 3000

2014 371 17 1244 406 82 3000

2015 403 20 1284 447 84 4800

2016 424 23 1306 464 90 2300
２０１７年計画 480

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ６ 年 ９ 月 第 ３ ３ ８ 号

お
薦
め
の
一
冊

【
埼
玉
・
蕨
地
区
】

昨
年
よ
り
堤
未
果
さ
ん
の

著
書
を
何
冊
か
読
ん
で
い
ま

す
が
、
今
年
７
月
に
発
売
さ

れ
た
「
政
府
は
も
う
嘘
を
つ

け
な
い
」
は
政
治
と
暮
ら
し

の
結
び
つ
き
を
理
解
す
る
と

い
う
点
で
も
か
な
り
お
薦
め

で
す
。
特
に
政
治
無
関
心
の

方
に
は
是
非
読
ん
で
ほ
し
い

で
す
。

歪
め
ら
れ
た
各
国
の
マ
ス

コ
ミ
報
道
、
新
自
由
主
義
経

済
の
恐
ろ
し
い
実
態
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
有
権
者
の
素
晴
ら

し
い
行
動
な
ど
、
政
治
を
考

え
る
う
え
で
重
要
な
内
容
が

多
く
分
か
り
や
す
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
政
策
や
憲
法
改
定
で

得
を
す
る
の
は
誰
で
我
々
に

と
っ
て
は
ど
う
な
の
か
と
か
、

納
め
た
税
金
が
ど
う
使
わ
れ

我
々
へ
の
恩
恵
は
ど
の
く
ら

い
か
、
有
権
者
と
し
て
行
動

す
べ
き
点
は
何
か
な
ど
政
治

に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
ら

れ
る
内
容
で
す
。

人
気
の
「
ビ
ー
ル
列
車
」

【
群
馬
・
富
岡
】

富
岡
工
場
の
す
ぐ
そ
ば
を

走
る
上
信
電
鉄
、
８
月
２
０

日
に
「
ビ
ー
ル
列
車
」
が
走
っ

た
。
小
雨
降
る
中
を
高
崎
駅

か
ら
田
園
地
帯
が
広
が
る
下

仁
田
駅
間
を
往
復
し
た
。
休

憩
も
入
れ
て
約
四
時
間
の
小

旅
行
。
今
年
で
四
回
目
に
な

る
が
人
気
が
高
く
、
定
員
７

０
人
は
す
ぐ
満
員
に
な
っ
た

そ
う
だ
。

車
内
で
は
、
生
ビ
ー
ル
の

飲
み
放
題
と
ジ
ャ
ズ
演
奏
。

沖
電
気
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

有
志
で
作
る
「
デ
ィ
キ
シ
ー

ク
イ
ー
ン
ズ
」
が
「
銀
河
鉄

道
９
９
９
」
な
ど
を
演
奏
し

た
。
人
気
の
訳
は
、
普
段
聞

け
な
い
迫
力
あ
る
生
演
奏
が

聞
け
る
所
に
も
あ
り
そ
う
だ
。

今
年
も
豪
雨
対
策
を

【
埼
玉
・
本
庄
地
区
】

過
去
あ
す
な
ろ｢

す
ぽ
っ

と｣

に
三
度
登
場
し
た
本
庄

工
場
の
豪
雨
に
よ
る
浸
水
の

記
事
。

対
策
も
取
ら
れ
て
き
た
が
、

そ
れ
を
上
回
る
大
雨
に
今
も

苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

床
高
の
低
い
４
期
工
場
へ
の

浸
水
対
策
と
し
て
、
６
年
前

に
排
水
ポ
ン
プ
が
強
化
さ
れ
、

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
29
日
月
曜
日
の
朝
出

勤
を
す
る
と
、
鉄
の
扉
入
り

口
に
防
水
堰
板
・
土
嚢
が
お

か
れ
、
４
期
工
場
は
浸
水
の

処
理
跡
が
残
っ
て
い
た
。
排

水
ポ
ン
プ
の
処
理
能
力
を
上

回
る
大
雨
に
は
、
太
刀
打
ち

が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

あ
る
日
の
大
雨
で
は
、
食
堂

棟
の
前
は
排
水
の
処
理
能
力

を
超
え
た
雨
水
が
側
溝
か
ら

あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。
吹

き
付
け
る
雨
が
、
扉
の
下
か

ら
浸
水
し
て
く
る
。
そ
の
対

策
も
必
要
。
夜
間
や
休
日
時

で
は
、
人
数
の
少
な
い
警
備

の
人
た
ち
で
は
と
て
も
対
応

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
管

理
職
な
ど
が
呼
び
出
さ
れ
る

の
も
大
変
だ
。

早
く
「
恒

例
の
豪
雨
対
策
」
を
返
上
す

る
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

《 沖電気を考える 》 第１００回

２００２年にスタートした電子装置の設計・生産サー

ビス及びプリント配線板などの受託生産事業は将来目標

売上高を１０００億円として活発な事業買収もしてい

る。プリント配線板事業では２０１２年に田中貴金属、

１５年には横河電機、１６年は日本アビオニクスから事

業を取得している。

ＥＭＳ事業の主な連結企業は・ＯＫＩアイディエス・

ＯＫＩサーキッドテクノロジー・長野ＯＫＩ・ＯＫＩハ

イテック・ＯＫＩプリンテッドサーキット・東邦電子・

ＯＫＩコミュニケーションシステムズなどである。

定
年
後
再
雇
用
さ
れ
た
社
員
が

「
賃
下
げ
は
違
法
」
と
し
て
是
正

を
求
め
て
い
た
裁
判
で
重
要
な
判

決
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う

判
決
な
の
で
す
か
。

こ
の
裁
判
は
、
定
年
後
に
同
じ
会
社

に
嘱
託
社
員
と
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
横

浜
の
長
澤
運
輸
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の

男
性
３
人
が
、
定
年
前
と
同
じ
業
務
内

容
な
の
に
賃
金
を
２
～
３
割
下
げ
ら
れ

た
の
は
不
当
だ
と
し
て
、
訴
え
た
裁
判

で
す
。
東
京
地
方
裁
判
所
は
１
６
年
５

月
１
３
日
、
会
社
に
対
し
て
、
正
社
員

と
同
じ
賃
金
の
支
払
い
を
命
じ
る
判
決

を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

３
人
は
い
ず
れ
も
２
０
年
以
上
正

社
員
と
し
て
勤
務
し
、
６
０
歳
の
定
年

後
に
１
年
契
約
の
嘱
託
社
員
と
し
て
再

雇
用
さ
れ
ま
し
た
。
裁
判
長
は
「
業
務

内
容
や
責
任
が
同
じ
な
の
に
賃
金
を
切

り
下
げ
る
の
は
、
労
働
契
約
法
２
０
条

に
反
す
る
」
と
認
定
し
、
定
年
前
の
賃

金
規
定
を
適
用
し
て
会
社
側
に
そ
れ
ぞ

れ
、
１
０
０
～
２
０
０
万
円
の
支
払
い

を
命
じ
ま
し
た
。

年
金
の
支
給
年
齢
が
６
５
歳
に
な

る
中
、
定
年
後
の
雇
用
延
長
の
賃
金
ダ

ウ
ン
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
現
況
で

「
正
社
員
と
賃
金
が
差
別
さ
れ
る
こ
と

に
合
理
性
が
な
い
」
と
し
た
判
決
は
、

有
期
契
約
労
働
者
の
権
利
を
大
き
く
前

進
さ
せ
る
も
の
で
す
。

＝
労
働
契
約
法
２
０
条
＝

有
期
労
働
者
へ
の

不
合
理
な
条
件
の
禁
止

有
期
労
働
契
約
の
労
働
者
の
労
働
条

件
が
、
雇
用
契
約
期
間
の
定
め
が
あ
る

こ
と
に
よ
り
同
一
の
使
用
者
と
期
間
の

定
め
の
な
い
労
働
者
の
労
働
契
約
の
内

容
で
あ
る
労
働
条
件
と
相
違
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
労
働
条
件
の
相
違

は
、
労
働
者
の
業
務
の
内
容
及
び
当
該

業
務
に
伴
う
責
任
の
程
度
（
「
職
務
の

内
容
」
）
、
当
該
職
務
の
内
容
及
び
配

置
の
変
更
の
範
囲
そ
の
他
の
事
情
を
考

慮
し
て
、
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
（
要
旨
）

同
じ
価
値
の
労
働
に
は
同
じ
賃
金
を

定
年
後
再
雇
用

同
じ
仕
事
な
の
に

賃
下
げ
す
る
の
は

違
法

裁判例 ②

話題

日
本
の
防
衛
予
算

史
上
最
高
・

実
質
５
兆
円
超
へ

拡大する
売り上げ目標１０００億円（生産受託事業）

過
去
６
年
で

営
業
利
益
１
・
７
７
倍

非
正
規
社
員
は
７
倍
強

２０１１年からの
ＥＭＳ事業の伸長（倍）


